
http://www.jcmanet.or.jp/

Vol.67　No.9　September　2015（通巻 787号）

目　　次

維持管理・延命化，リニューアル　特集

 3 巻頭言　଱ٱ的な構଄෺を実現するために必要なこと�ʜʜʜʜʜʜʜʜ ੴా　఩໵
 4 行政情報　ಓ࿏メンテナンス技術ू団の活動�

OO�UIF�BDUJWJUJFT�PG�3PBE�NBJOUFOBODF�UFDIOPMPHZ�HSPVQ� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ా中　ྙӳ
 8 行政情報　మಓ構଄෺のҡ࣋管理に関する基準の検ূ�ʜʜʜʜʜʜʜʜ ை࡚　ढ़໵
管理におけるඇഁյ検ࠪ技術の研究開発�ʜʜ࣋ྊのҡڮ 14  ੴా　խത・高ڮ　　実
�ʜʜʜݩྊਤ面の෮ڮ設計システϜ　ࣸਅと基本データからݩྊの෮ڮ設ط 20  長⃻　෋඙
 24 Ԗ直シϟフトをঢ߱・ટ回するਫ中作業機ց�

T�J3O#O�68�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ਗ਼ਫ　ਖ਼າ・ࡾӜ　　ࢁ্・ٱ　　३
�ϲ੉ダϜଯ࠭ਂઙ測量ٶ　୅社会インフϥ用ロϘット開発・ಋೖのਪ進ੈ࣍ 30 

自動ߤ行ܕ測ਂシステϜ「自動ϕルーガ」� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ෌Ԭ　　ल
 35 スマートフΥンを用いたฮ૷࿏面ධՁख๏の開発�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ നҪ　　༔
 41 మಓ構଄෺のҡ࣋管理の現ঢ়と৽しいϦχϡーアル技術の開発�ʜʜ ୩ଜ　޾༟
 46 ϋンマーを用いͣに৽幹ઢトンωル෴工コンクϦートをଧԻ検ࠪ�

� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ౡా　ٛଇ・߂⃻　఩一・ࣰా　ণޚ
 52 スマートフΥンを活用したߓړ施設の点検とޙࠓの՝୊�

施設点検システϜ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜߓړ 長໺　　ষ・長໺　৾平・ాݪ　ਖ਼೭
 57 中େܘޱ管きΐߋ生工๏　ύルテϜ・フローϦンά工๏�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ా中　ᠳޗ
 62 交流の広場　論理的な保શͩけがϓϥントをҡ࣋管理できるʂ� ʜʜʜʜʜʜ ए௬　　ໜ
 72 ず い そ う　管理௼Γ場のָしΈ� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ҆౻　　ོ
 74 ず い そ う　߳ߓはָしい� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ҏ੎木ߒೋ
 76 JCMA支部報告　情報化施工技術委員会活動報ࠂ　東北支部�ʜʜʜʜʜʜʜʜ 鈴木　勇治
 81 CMI  報  告　コンクϦート内部に発生したඍࡉͻびׂれのඍഁյࢼ験๏に関する研究�

� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ୩૔　　ઘ・౉ᬒ　৾໵
 86 部 会 報 告　除ઇ機ցのมભ（ͦの 1�）　除ઇάレーダ（2）�ʜʜʜʜ 除ઇ機ց技術委員会
 92 部 会 報 告　*SO�TC�127（౔工機ց）৹議ঢ়گ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 標準部会
 99 部 会 報 告　ઍ୅ా۠Ӭాொ一ஸ目，բが関ೋஸ目෇ۙ，࠶構ங工事現場見学会�

� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 建設業部会

2015年（平成 27年）9月号 PR目次
ʲアʳ
ே日Ի᷂ڹʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜදࢴ 3
ʲカʳ
コϕルコ建機᷂ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜޙ෇ 1

コマπʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜදࢴ �
ʲタʳ
େ࿨機工᷂ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜޙ෇ �
TO)TO᷂� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜޙ෇ 6

᷂௽見੡作所ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜޙ෇ 7
ʲマʳ
マシンέアテック᷂ʜʜʜʜʜʜ ෇ޙ 2・3
マルマテクχカ᷂ʜʜʜʜʜʜʜʜʜޙ෇ 8

෇ޙ産業᷂ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜּࡾ 5
ࢴ運༌工業᷂ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜදྠࡾ 2
ʲϠʳ
٢Ӭ機ց᷂ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜදࢴ 2

　レーザーを用いてඇഁյ・ԕִでトンωル෴工コンク
Ϧートの݈શ度਍அを行うための実用ࢼܕ験૷ஔ。৽幹
ઢトンωル中ԝ௨࿏内でࢼ験૷ஔを૸行さͤたޙ，レー
ザーをরࣹしている様ࢠ�（現在，計測性ೳの向্を実施
中）。

ハンマーを用いないコンクリート打音検査
ࣸਅఏڙ�ɿ�公ӹࡒ団๏ਓ�మಓ総合技術研究所

◇表紙写真説明◇

 101 新工法紹介�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ機関ࢽฤू委員会
 103 新機種紹介�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ機関ࢽฤू委員会
 111 統　　　計　建設工事受注ֹ・建設機ց受注ֹのਪҠ
  �ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ機関ࢽฤू委員会

 112 行 事 一 覧（2�15 年 7 月）
 116 編 集 後 記�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ૬ా・ݪ


